




要約 

妊娠 18 週以降の臍帯静脈血を対象とし,血清テストステロン,FSH,LH 濃度を RIA にて測定

した。テストステロンは男児の方が女児に比し高値で,妊娠 36週まではこの差は有意であ

った。また FSH は妊娠 31 週までは女児の方が男児に比し有意に高値であった。LH(+HCG)

には性差を認めなかった。 

今回の結果から,胎児の下垂体一性腺系機能には性差の存在することが示唆された。 


